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第１１回精神保健福祉士国家試験の合格基準及び正答について 

 

 

１ 合格基準 

次の２つの条件を満たした者を合格者とする。 

（１） ア 総得点１６０点に対し、得点８０点以上の者（総得点の６０％程度を基準と

し、問題の難易度で補正した。配点は１問１点である。）。 

 

イ 試験科目の一部免除を受けた受験者（精神保健福祉士法施行規則第６条） 

      総得点８０点に対し、得点４２点以上の者（総得点の６０％程度を基準と

し、問題の難易度で補正した。配点は１問１点である。）。 

 

（２） （１）のア又はイを満たした者のうち、（１）のアに該当する者にあっては、 

試験科目（ただし、精神保健福祉援助技術については、「一問一答問題」と「事例

問題」をそれぞれ別個の試験科目とみなす。）１４科目（（１）のイに該当する者

にあっては、６科目。）の各科目すべてにおいて得点があった者。 

 

 

２ 正答 

  【専門科目】 

   精神医学 

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

正 答 2 5 4 1 5 2 4 5 4 3 

   精神保健学 

問題番号 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

正 答 2 4 3 3 5 2 4 削除 1 4 

   精神科リハビリテーション学 

問題番号 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

正 答 3 2 5 2 1 3 4 3 1 5 

   精神保健福祉論 

問題番号 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

正 答 1 3 4 2 1 削除 4 1 2 4 

問題番号 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

正 答 5 1 4 3 2 1 4 3 3 5 

   精神保健福祉援助技術（一問一答問題） 

問題番号 51 52 53 54 55 56 57 58 59 

正 答 4 3 1 2 2 5 3 4 1 

問題番号 60 61 62 63 64 65 66 67 68 

正 答 4 4 5 4 2 3 5 4 4 
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   精神保健福祉援助技術（事例問題） 

問題番号 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 

正 答 1 5 2 2 2 5 4 5 3 3 3 2 

 

 【社会福祉士・精神保健福祉士共通科目】 

社会福祉原論 

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

正 答 4 5 3 2 2 1 4 5 4 3 

   社会保障論 

問題番号 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

正 答 4 3 4 4 5 3 2 5 2 3 

   公的扶助論 

問題番号 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

正 答 2 3 3 5 2 1 4 2 4 5 

   地域福祉論 

問題番号 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

正 答 2 5 3 4 1 5 4 1 3 2 

   心理学 

問題番号 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

正 答 3 2 5 2 1 4 1 1 4 3 

   社会学 

問題番号 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

正 答 4 2 5 5 2 4 1 3 4 1 

   法学 

問題番号 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 

正 答 1 3 3 5 5 3 4 3 1 2 

   医学一般 

問題番号 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 

正 答 3 2 3 4 3 4 1 4 5 5 

  

 




